
～
今
月
の
内
容
～

●
文
化
事
業
特
集
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
～
６
Ｐ

●
中
央
公
民
館
図
書
室
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
Ｐ

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催
！
…
…
…
…
…
…
…
８
Ｐ

●
最
近
の
で
き
ご
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
…
…
…
９
～
１１Ｐ

●
健
康
へ
の
ペ
ー
ジ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１２～
１₃Ｐ

●
管
理
栄
養
士
か
ら
の
お
知
ら
せ
…
…
…
…
…
…
…
…
１₄Ｐ

●
い
こ
い
の
湯
入
浴
送
迎
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
ほ
か
�…
…
１₅Ｐ

●
鹿
部
町
長
選
挙
・
鹿
部
町
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て
ほ
か
�…
…
１₆Ｐ

●
鹿
部
町
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
ほ
か
…
…
…
…
…
１₇Ｐ

●
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１８Ｐ

●
水
産
の
艇
窓
ほ
か
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１₉Ｐ

●
行
事
予
定
カ
レ
ン
ダ
ー
ほ
か
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２０Ｐ

10/29 ハ
ロ

ウ
ィ

ン
パ

ー
テ

ィ
ー

　
　

　
魔

女
や

お
化

け
が

大
集

合
！！

2
0

1
6

5
5
2
12

〔
鹿
部
町
教
育
目
標
よ
り
〕

自
然
を
愛
し
　
ひ
と
を
大
切
に
す
る
豊
か
な
心
を
持
つ
人
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平
成
２８
年
１０
月
か
ら
１１
月
に
か
け
、
町
内
の
各
教
育
機
関
で

様
々
な
文
化
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、「
秋
の
文
化

事
業
特
集
」
と
題
し
、
開
催
さ
れ
た
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

各
事
業
に
ご
参
加
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
の
恒
例
行
事

今
年
も
大
盛
況

実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る

「
平
成
２８
年
度
第
４３
回
鹿
部
町

文
化
祭
」
が
１１
月
３
日
㈭
、
中

央
公
民
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
年
度
は
、
芸
能
発

表
に
１４
団
体
、
展
示
発
表
に
１９

団
体
が
参
加
し
、
素
晴
ら
し
い

作
品
を
披
露
し
ま
し
た
。

芸
能
発
表
で
は
、
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
踊
り
や
楽
器
演
奏
、

一
般
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
舞
台
発

表
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

展
示
発
表
で
は
、
絵
画
、
手

芸
な
ど
の
作
品
が
会
場
い
っ
ぱ

い
に
並
び
、
来
場
者
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。
手
芸
、
絵
手
紙
も

好
評
で
し
た
。

当
日
は
、
町
内
・
町
外
か
ら

約
４
０
０
名
以
上
が
来
場
し
、

秋
の
恒
例
行
事
は
今
年
も
大
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。

鹿
部
町
文
化
祭

平
成
28
年
度

絵手紙サークル かもめ～る
太鼓サークル　和響

桜の園・松の木 軽音楽サークル 音音 アトリエどんぐり
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歌声クラブ水平線 墨絵サークル

鹿部バレエサークル 刺繍展示 鼻 笛

鹿部チアリーディングサークルＡｎｇｅ 鹿部子供太鼓保存会

水彩画展示 寺 子 屋 絵画展示



平成28年度

広 報 し か べ （4）

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
に
お

い
て
も
、
学
校
祭
な
ど
の
学
校

行
事
が
開
催
さ
れ
、「
文
化
の

秋
・
芸
術
の
秋
」
を
堪
能
し
ま

し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
劇
や
音
楽

な
ど
様
々
な
形
で
、
表
現
す
る

こ
と
の
楽
し
さ
を
学
び
ま
し

た
。中

学
校
学
校
祭
、
小
学
校
学

芸
会
、
幼
稚
園
お
ゆ
う
ぎ
会
の

様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
２８
年
10
月
１
日
㈯
、
鹿

部
中
学
校
で
は
、
学
校
祭
「
海

嶺
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
「
無
限
大
～
一
人
一

人
の
可
能
性
～
」
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
私
の
主
張
コ
ン
ク
ー
ル

や
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
吹
奏

楽
部
演
奏
、
実
行
委
員
会
が
企

画
し
た
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
ど
お

り
、
生
徒
一
人
一
人
が
協
力
し

あ
い
、
様
々
な
可
能
性
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

海
嶺
祭
開
催

平
成
28
年
度
　学
校
祭

毎年恒例の合唱コンクール ステージ発表で大盛り上がり！

ステージの他にも、各教室でゲームコーナーや
作品展示がありました。

それぞれの思いをぶつけた私の主張コンクール

吹奏楽部は練習の成果を披露しました！
フォークダンスでは、男子・女子仲良く踊っていました。
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歌
っ
て
演
じ
て

心
を
ひ
と
つ
に
！

平
成
２８
年
１0
月
２８
日
㈮
、
鹿

部
小
学
校
で
は
、
学
芸
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は

「
心
に
響
け
み
ん
な
の
思
い
、

鹿
小
ス
マ
イ
ル
と
ど
け
よ
う
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
劇
や
合

唱
、
器
楽
合
奏
を
発
表
し
ま
し

た
。１

・
３
・
５
年
生
は
合
唱
と

器
楽
合
奏
を
行
い
、
息
の
合
っ

た
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
奏
で
ま
し

た
。
２
・
４
・
６
年
生
は
、
一

生
懸
命
練
習
し
た
劇
を
披
露
し

ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
生
に
よ

る
合
唱
の
発
表
も
行
わ
れ
ま
し

た
。校

内
で
は
、
児
童
が
こ
れ
ま

で
に
制
作
し
た
絵
画
を
展
示
す

る
作
品
展
も
同
時
に
開
催
さ

れ
、
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
目

を
引
き
付
け
て
い
ま
し
た
。

鹿
小
学
芸
会

平
成
28
年
度

５年生はむずかしい曲を見事に演奏しました！ ２年生の劇「カラスのパン屋さん」。衣装や小道具もバッチリ☆

１年生の合唱。元気いっぱいの歌声をとどけました！ ４年生の劇「寿限無」。長い名前もちゃんと言えました。

６年生の劇「鹿小同窓会」。
みんなの将来の夢が紹介されました。

３年生の合奏「茶色のこびん」、
みごとな演奏を披露してくれました♪
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歌
っ
て
踊
っ
て

笑
顔
で
ポ
ー
ズ

平
成
２８
年
１１
月
１１
日
㈮
、
し

か
べ
幼
稚
園
で
は
、「
お
ゆ
う
ぎ

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

園
児
た
ち
の
元
気
な
歌
や

劇
、
器
楽
合
奏
な
ど
は
、
来
場

さ
れ
た
皆
さ
ん
を
魅
了
し
、
笑

顔
に
し
て
い
ま
し
た
。

お
ゆ
う
ぎ
会

平
成
28
年
度

うさぎ組さんは劇「さるかにがっせん」を好演しました。

も
も
組
さ
ん
の
「
は
な
か
っ
パ
レ
ー
ド
」

か
わ
い
ら
し
く
お
花
の
ポ
ー
ズ
！

う
さ
ぎ
組
さ
ん
男
の
子
に
よ
る
「
宙
船
」

か
っ
こ
よ
く
キ
メ
ま
し
た
☆

も
も
組
さ
ん
男
の
子
は

元
気
よ
く
パ
ー
マ
ン
に
な
り
き
り
ま
し
た
。

さ
く
ら
組
さ
ん
は

歌
と
合
奏
も
発
表
し
ま
し
た
♪

うさぎ組さん女の子はフラダンスで観客を魅了しました。

さくら組さん男の子はバチを持って力強く踊りました！
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最優秀賞
小学校の部　　滝野　悠馬（６年）『命の大切さ』
中学校の部　　植村　優希（３年）『いま、良ければいい』はダメ

優 秀 賞

小学校の部
　　髙橋　恋菜（１年）、藤森　愛結（２年）、盛田　朝日（３年）
　　佐藤　綺海（４年）、川村　球宇（５年）、盛田　龍雅（６年）
中学校の部
　　髙橋　優菜（１年）、髙本　弥生（２年）、山口ひより（３年）

佳　　作

小学校の部
　　櫻田　みゆ（１年）、藤森　愛理（１年）、川村　生成（２年）
　　浦　　七音（２年）、髙本　絢菜（３年）、阿部　美桜（３年）
　　今村あさひ（４年）、中村　　響（５年）、加藤　巧也（６年）
中学校の部
　　髙本　陽菜（１年）、西村愛美花（１年）、盛田　小想（３年）

～読書感想文コンクール結果～

　第10回鹿部町読書感想文コンクールの表彰式が、１１月
３日（木）の鹿部町文化祭に合わせて行われました。最優
秀賞・優秀賞・佳作を受賞した児童生徒に、川村教育長か
ら賞状と副賞が授与されました。
　また、最優秀賞を受賞された滝野悠馬くん、植村優希さんが、作品の朗読発表を行いまし
た。本コンクールの入賞作品は全て、入賞作品集『水平線』に掲載されていますので、ぜひ
ご覧ください。『水平線』は中央公民館図書室などでご覧になることができます。

平成28年度

第10回鹿部町読書感想文コンクール表彰式
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鹿部青年活動隊主催
　　「ハロウィンパーティー」開催！
　平成２８年１０月２９日（土）、鹿部青年活動隊主催、「ハロウィンパーティー」が開催されました。 
イベントには、幼児から中学生まで１４１名の子どもたちが参加し、町内事業所や鹿部町交通安全指導会
のご協力と朝日航空株式会社の訓練生のお手伝いにより盛大に開催することができました。
　子どもたちは、思い思いのハロウィン衣装に身を包み「トリック オア トリート！（お菓子をくれない
といたずらするぞ！）」と大きな声で言い、お店の人からお菓子をもらうとはじけるような笑顔を見せて
喜んでいました。
　協力いただいた店舗や訓練生の中にも、仮装して子どもたちを受け入れる方がいたり、お互いにハロウ
ィンを楽しむ姿が見られ、一体感のあるイベントとなりました。
　鹿部青年活動隊では、今後もこのような鹿部町の活性化につながるような活動を行っていきますので、
皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

～隊員募集！～

　鹿部青年活動隊では、一緒に鹿部を盛り上げてくれる概ね
２０～３５歳までの青年の方を随時募集しています！一緒に
活動してみませんか？！興味のある方、話を聞いてみたい方
は教育委員会（７－３１２４）へご連絡ください！
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最
近
の
で
き
ご
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

「平成28年度鹿部町杯争奪ゲートボール大会」開催！
平
成
２８
年
１0
月
２５
日
㈫
、
総
合

体
育
館
に
お
い
て
、「
平
成
２８
年

度
鹿
部
町
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
３
チ
ー
ム

１３
名
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
一
打
一
打
真
剣
な

表
情
で
プ
レ
ー
し
、
日
々
の
練
習

の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
い
ま

し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
優
　
勝
】
宮
浜
チ
ー
ム

【
準
優
勝
】
本
別
チ
ー
ム

【
第
３
位
】
鹿
部
チ
ー
ム

ドライバーサービスが実施されました！
平
成
２８
年
１0
月
１８
日
㈫
、
午
後

１
時
か
ら
、
役
場
前
に
お
い
て

「
ド
ラ
イ
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

鹿
部
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
や
鹿
部

商
工
会
女
性
部
、
交
通
安
全
推
進

委
員
会
な
ど
の
ご
協
力
の
も
と
２４

名
の
方
々
が
参
加
し
、
街
頭
啓
発

や
啓
発
物
の
配
布
を
行
い
、
通
過

ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

「 秋 季 町民 バレ ーボール大 会 」 開 催！
平
成
２８
年
１0
月
２１
日
㈮
、
総
合

体
育
館
に
お
い
て
、
鹿
部
町
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主
催
「
秋
季
町

民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
全
６
チ
ー
ム
４0
名
が
参
加

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

当
日
は
、
出
場
チ
ー
ム
に
よ
る

総
当
り
戦
が
行
わ
れ
、
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
ま
ー
く
ん
チ
ー
ム
が
全

勝
し
、
圧
倒
的
な
強
さ
で
優
勝
を

決
め
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
優
　
勝
】

　
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
ま
ー
く
ん

【
準
優
勝
】

　
Ｏ
Ｇ
＋
α

社明作文コンテスト 鹿部小学校６年生 大塚早織さんが優秀賞を受賞！
平
成
２８
年
１0
月
２５
日
㈫
、
函
館

地
方
合
同
庁
舎
に
お
い
て
、
第
６６

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
平
成

２８
年
度
道
南
地
方
小
中
学
生
社
明

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
執

り
行
わ
れ
、
応
募
総
数
小
中
併
せ

て
１
６
８
点
の
中
か
ら
鹿
部
小
学

校
６
年
生
の
大
塚
早
織
さ
ん
の
作

文
『
あ
い
さ
つ
で
広
げ
よ
う
「
お

も
い
や
り
」
へ
』
が
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

作
品
中
で
大
塚
さ
ん
は
、『
通

学
し
て
い
る
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん

や
お
母
さ
ん
に
「
お
は
よ
う
」
と

あ
い
さ
つ
さ
れ
る
と
明
る
い
気
持

ち
に
な
り
、
笑
顔
で
「
お
は
よ

う
」
と
返
す
と
母
の
表
情
が
笑
顔

と
な
り
、
ま
た
、「
あ
い
さ
つ
」

と
「
お
も
い
や
り
」
が
一
緒
の
関

係
で
繋
が
っ
て
い
る
』
と
伝
え
て

い
ま
し
た
。

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
大
塚
さ
ん

前
列
左
か
ら
２
番
目
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鹿部産の鮭が給食のメニューになりました！

電源立地地域対策交付金（水力枠）事業でＡＥＤを更新しました！

不法投棄等防止のため監視カメラを設置しています !!
～不法投棄は絶対にしないようにしましょう～

不法投棄をすると５年以下の懲役もしくは１千万円以下の罰金、又はこれを併科に処せられます。

●10月のゴミ回収量（ 一般ゴミ ）
　全体　85.41t（昨年度同月回収量 92.02t　約 7.1%減）
　　　　内訳 　焼却処分：62.83t、リサイクル：18.68t、埋立処分：3.90t

「
鮭
」
と
い
う
字
が
「
魚
へ
ん
に
十
一
、
十
一
」
と
書
く
こ
と
か
ら
、

１１
月
１１
日
は
「
鮭
の
日
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
ち
な
ん
で
、
平

成
２８
年
１１
月
１0
日
㈭
の
給
食
に
鹿
部
沖
で
水
揚
げ
さ
れ
た
鮭
を
使
っ
た

「
鮭
シ
チ
ュ
ー
」
が
登
場
し
ま
し
た
。

こ
の
「
鮭
シ
チ
ュ
ー
」

は
、
鹿
部
町
水
産
物
衛

生
管
理
推
進
委
員
会
か

ら
無
償
で
提
供
さ
れ
た

食
材
を
使
用
し
、
子
ど

も
た
ち
は
鹿
部
産
の
鮭

シ
チ
ュ
ー
を
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、こ
の
日
は
、小

学
校
４
年
生
を
対
象
に
、

渡
島
管
内
さ
け
・
ま
す

増
殖
事
業
協
会
の
協
力

の
も
と
「
鮭
の
遡
上
学

習
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

４
年
生
の
児
童
の
皆
さ

ん
は
、
函
館
市
大
船
ふ

化
場
を
訪
れ
、
サ
ケ
の

採
卵
や
人
工
授
精
の
様

子
を
見
学
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、

例
年
春
に
実
施
し
て
い

る「
稚
魚
放
流
体
験
」と

合
わ
せ
て
、
こ
の
「
遡

上
学
習
」
を
今
後
も
継

続
し
、
１１
月
１１
日
の

「
鮭
の
日
」
を
定
着
さ

せ
、
毎
年
同
時
期
に
給

食
の
献
立
と
し
て
取
り

入
れ
て
行
く
予
定
で
す
。

経
済
産
業
省
の
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を
活

用
し
て
６
施
設
（
本
別
中
央
会
館
、
小
学
校
、
中
学

校
、
幼
稚
園
、
中
央
公
民
館
、
総
合
体
育
館
）
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
こ
の
交
付
金
は
、
発
電
用
施
設
の
立
地
の
促
進
・

運
転
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
発
電
用
施
設
の
立
地

地
域
・
周
辺
地
域
で
行
わ
れ
る
公
共
用
施
設
の
整
備

や
住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
事
業
に
対
し
て
交
付

さ
れ
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
多
く

の
方
が
利
用
し
て

い
る
施
設
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
更
新
し
、
万

が
一
事
故
な
ど
が

発
生
し
た
際
に
、

救
命
活
動
が
で
き

る
環
境
を
整
備
し

ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
の

交
付
金
を
活
用
し
、

皆
さ
ん
に
広
く
利

用
さ
れ
る
施
設
の

環
境
整
備
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
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駒ヶ岳火山噴火防災避難訓練を実施しました！

◦◦献血のお知らせ◦◦
　移動献血車「ひまわり号」が、平成２８年１２月２１日（水）に来町して、次のとおり献血を実施
しますので、皆さんの温かいご協力をよろしくお願いします。

時　　間 場　　所
午前１０時００分から午前１１時００分まで 鹿部ロイヤルホテル前

午後　０時２０分から午後　１時２０分まで 渡島リハビリテーションセンター前

午後　１時４０分から午後　２時４０分まで 函館バス鹿部出張所前

午後　３時００分から午後　４時３０分まで 役　　　 場　　 　前

　
当
町
で
は
、
平
成
２８
年
１１
月
９

日
㈬
午
前
８
時
か
ら
駒
ヶ
岳
火
山

噴
火
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
は
、
訓

練
対
象
地
域
を
駒
ヶ
岳
火
山
噴
火

の
際
に
第
１
次
避
難
区
域
と
な
る

本
別
地
区
（
出
来
澗
・
リ
ゾ
ー
ト

地
区
含
む
）に
設
定
し
て
実
施
し
、

１
４
５
名
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の

戸
別
受
信
機
や
屋
外
拡
声
機
、
さ

ら
に
は
、
消
防
署
の
広
報
車
を
活

用
し
て
、
駒
ヶ
岳
の
噴
火
状
況
や

避
難
指
示
な
ど
の
情
報
を
配
信

し
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
も
と
に
第

１
次
避
難
区
域
の
避
難
所
と
な
っ

て
い
る
総
合
体
育
館
に
避
難
す
る

ま
で
の
一
連
の
行
動
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
避
難
所
で
は
、
訓
練
参

加
者
が
主
体
と
な
り
、
自
主
防
災

組
織
と
し
て
避
難
所
を
運
営
す
る

こ
と
を
前
提
に
避
難
所
内
の
区
割

り
を
行
い
、
避
難
生
活
に
お
け
る

居
住
ス
ペ
ー
ス
へ
の
畳
の
搬
送
と

設
置
を
行
う
な
ど
、
よ
り
、
実
際

の
避
難
に
近
い
形
で
の
避
難
所
運

営
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
で
は
、
約
１0
名
の

役
場
職
員
を
避
難
所
に
配
置
し
ま

し
た
が
、
火
山
噴
火
や
津
波
な
ど

の
大
規
模
災
害
に
お
い
て
は
、
町

内
各
避
難
所
の
開
設
に
１
～
２
名

の
職
員
し
か
派
遣
で
き
な
い
状
況

が
予
想
さ
れ
ま
す
。そ
の
中
で
、町

民
の
皆
さ
ん
が
素
早
く
避
難
し
、

避
難
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
整
え
る
た
め
に
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
訓
練
参
加
者
の

皆
さ
ん
に
は
、
例
年
よ
り
も
実
践

に
近
い
避
難
所
の
設
営
・
運
営
訓

練
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
訓
練
で
は
、
鹿

部
町
赤
十
字
奉
仕
団
の
ご
協
力
の

も
と
、
避
難
時
の
食
料
で
あ
る
ア

ル
フ
ァ
化
米
と
い
う
非
常
食
と
、

豚
汁
の
炊
き
出
し
を
行
い
、
訓
練

参
加
者
に
提
供
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
今
回
の
訓
練
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
や
、
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
、

今
後
の
防
災
行
政
に
反
映
し
て
い

き
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　　
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
書
か
れ

た
主
な
ご
質
問
へ
の
回
答
に
つ
い

て
は
、
広
報
し
か
べ
１
月
号
に
掲

載
予
定
で
す
。
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今月の担当は、平野　悠です。

ノロウイルスによる感染性胃腸炎、 食中毒を防ぎましょう

　強い感染力でしばしば集団感染を引き起こすノロウイルスですが、最近では、より強力で新しいタイプ

のノロウイルスも確認されていて、冬場の流行が懸念されています。主な症状や感染ルート、予防方法な

どの知識を身につけてノロウイルスの感染、食中毒を防ぎましょう。

■どのような症状なの？

　潜伏期間（感染から発症までの時間）は、通常で２４～４８時間です。

　主な症状は、吐き気、嘔吐、下痢、腹痛で、これらの症状が激しく起こるのが特徴です。

■どのように感染するの？

　ノロウイルスの感染経路は、ほとんどが経口感染で、次のような場合に感染します。

　・ノロウイルスが大量に含まれるふん便や吐物から人の手などを介して感染

　・乾燥してほこりと共に空気中を舞うウイルスを吸い込み感染

　・家庭や共同生活施設など人同士の接触による感染

　・食品を取り扱う人が感染し、その者を介して汚染した食品を食べることによる感染

　・汚染されている二枚貝を、生あるいは十分に加熱調理されていない状態で食べたことによる感染

　・ノロウイルスに汚染された食品や井戸水などを飲食したことによる感染

　　※�症状がなくなっても、通常は１週間程度、長い時には１か月程度、ふん便の中にウイルスの排せつ

が続くことがありますので、注意が必要です。

■予防方法

　（１）手 洗 い・・・食事の前やトイレの後などには、必ず手を洗いましょう。

　（２）消　　毒・・・�次亜塩素酸ナトリウム（台所用塩素系漂白剤、0.0２～0.１％）での消毒や加熱�

（８５℃～９０℃以上で９０秒以上）による消毒をすることで効果があります。

　（３）汚物処理・・・感染を広げないために、ふん便や吐物の適切な処理が重要です。

☆吐物などの処理のポイント☆
①汚物をペーパータオルなどで外側から内側に静かに拭き取ります。
②汚物をビニール袋に入れて密封します。
　※0.1％の次亜塩素酸ナトリウムを染み込む程度に入れるとより効果的です。
③ ウイルスに汚染された場所を、0.02％の次亜塩素酸ナトリウムを浸した布やペーパー

タオルなどで消毒します。

■ペットボトルを使用した消毒液の作り方

　台所用塩素系漂白剤（５％）を原液とした作り方

　（ペットボトルのキャップ１杯が約５ミリリットルに相当します。）

　①0.1％の消毒液

　　キャップ２杯（約１０ミリリットル）の漂白剤を５００ミリリットルのペットボトルの水に加える。

　②0.02％の消毒液

　　キャップ１杯（約５ミリリットル）の漂白剤を１リットルのペットボトルの水に加える。

　　≪注意≫�ペットボトルで作った消毒液は間違えて飲まないように、「消毒液」と大きく明記してくださ
い。また、小さいお子さんがいる場合は、手の届かない場所で保管してください。
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　平成２８年１０月２８日（金）本別中央会館において、

町と渡島医師会との共催による平成２８年度鹿部町保健

医療講演会が開催され、２３名の方が参加しました。

　当日は、ななえ新病院の院長補佐である手塚裕章先生

を講師に迎え、「糖尿病とはどんな病気か」をテーマに、

なぜ糖尿病が起こるのか、症状や合併症、治療方法など、

糖尿病の基礎知識について、わかりやすく講演していた

だきました。

　講演の中で、糖尿病は、平安時代には「飲水病」と呼

ばれていたもので、現在では、日本人の２０５０万人が罹患している病気で、予防するために、日頃

の生活習慣に気を付けるだけでなく、早期に検査で発見し、血糖コントロールをすることがその後の

合併症を防ぐことにつながると説明がありました。

　当町においても、糖尿病は国保加入者の受診件数の中で第２位となっています。役場保健福祉課で

は、今後も、糖尿病予防のための健康教室や個別の健康相談・栄養相談を実施していきますので、お

気軽にご相談ください。

　当町では、次のとおり脳ドック検診を実施しています。現在、平成２９年２月から３月までの日程

に空きがあり、随時申込みを受け付けていますので、希望される方はお早めに申込みください。

　なお、申込みは先着順となっていますので、ご了承ください。

１　対　　象　　満３０歳から７４歳までの町民の方

　　　　　　　　※次に該当する方は、今年度の脳ドック検診の対象となりません。

　　　　　　　　　①平成２６年度及び平成２７年度に脳ドック検診を受診した方

　　　　　　　　　②心臓ペースメーカーや脳動脈クリップなど体内に金属が埋め込まれている方

　　　　　　　　　　（人工関節の場合は、主治医の許可が必要です。）

　　　　　　　　　③妊娠している方

２　検査場所　　函館新都市病院（函館市石川町３３３－１）

３　検査内容　　頭部ＭＲＩ、頭部ＭＲＡ、頸部Ｘ線撮影、血圧測定、血液・尿検査

４　検査料金　　４，７００円（ただし、生活保護世帯は無料）

５　申 込 先　　役場保健福祉課保健推進係（℡：７－５２９１）

《平成２９年２～３月の検診日程》
2月・・・9日（木）、14日（火）、17日（金）、24日（金）
3月・・・2日（木）、3日（金）、6日（月）、7日（火）、8日（水）、9日（木）、10日（金）、13日（月）、
　　　14日（火）、15日（水）、16日（木）、17日（金）、21日（火）、22日（水）、23日（木）
※検診は、１日定員２名で、時間は午後２時又は午後２時１５分からとなっています。
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≪材料≫　２人分
・にんじん　　　　　　１本
・にんにく　　　　１／２片
・玉ねぎ　　　　　１／２個
・パセリ　　　　　　　２本
・オリーブオイル　小さじ２
・水　　　　　　　２カップ
・固形コンソメ　　　　５ｇ
・小麦粉　　　　　小さじ２
・砂糖　　　　　　小さじ１
・牛乳　　　　　　１カップ
・塩こしょう　　　　　少々

＊今月のお料理レシピ＊

『にんじんポタージュ』～風邪の時や風邪予防におすすめ～

～食事で風邪予防～

≪作り方≫　
１　�にんじんは５ミリの半月切りにし、にんにく、玉ねぎ、パセ
リはみじん切りにします。

２　�鍋にオリーブオイルを熱し、弱火でにんにくを炒め、香りが
出たら中火にして、にんじんと玉ねぎを炒めます。

３　２に小麦粉を加え、弱火にして焦がさないように炒めます。
４　�３に水、固形コンソメ、砂糖を入れて水が半分の量になるく
らいまで煮たら、牛乳を加え、塩こしょうで味を調えます。
仕上げにパセリを散らして完成です。

≪１人分の栄養価≫　

エネルギー：１９０kcal　

食塩相当量：１．５ｇ

　寒い日が続き、風邪が流行する季節となりました。風邪予防のためには、栄養バランスの良い食事を摂る
ことが大切です。
◎風邪予防のための食事のポイント
　★たんぱく質を含む食品を摂る。～風邪に負けない体力がつきます～
　　たんぱく質を含む食品・・・魚、肉、卵、大豆製品、乳製品など
　★ビタミンＡ・Ｃを含む食品を摂る。～のどや鼻の粘膜を保護し、免疫力がアップします～
　　ビタミンＡを含む食品・・・ほうれん草、かぼちゃ、にんじんなどの緑黄色野菜
　　ビタミンＣを含む食品・・・みかん、キウイフルーツ、ブロッコリー、パセリ、イモ類など
　★体を温める食品やメニューにする。～免疫力がアップします～
　　体を温める食品・・・ねぎ、にら、にんにく、玉ねぎ、しょうがなど
◎もし、風邪をひいてしまったら
　できるだけ、温かく消化の良い物を摂り、水分もしっかり摂りましょう。
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いこいの湯入浴送迎バスの運行について
　当町では、今年度も平成２８年１２月から平成２９年３月までの毎週水曜日に「いこいの湯入浴送迎バス」

を次のとおり運行しますので、ご利用ください。

　なお、いこいの湯を利用できる方は、満６０歳以上の方となっています。

※荒天又は路面状況によって運行を中止することがあります。

　運行を中止する場合は、お昼の防災行政無線の放送でお知らせします。

【大岩・鹿部方面】

大　岩

湯 ノ 沢 団 地 入 口 午後１時05分

下 大 岩 バ ス 停 前 午後１時10分

盛 田 行 一 さ ん 宅 前 午後１時11分

和 田 泰 治 さ ん 宅 前 午後１時12分

上 大 岩 バ ス 停 前 午後１時13分

盛 田 武 一 さ ん 宅 前 午後１時14分

シシペ

旧 シ シ ペ 生 活 館 前 午後１時16分

リハビリ道路入口前 午後１時17分

中 居 敏 夫 さ ん 宅 前 午後１時18分

鹿　部
渡 島 信 金 前 午後１時20分

葛 西 商 店 前 午後１時22分

【運行日】

平成28年12月　７日、１４日、２１日、２８日　�

平成29年１月　１１日、１８日、２５日

　　　　　　　（４日は年始につき運休）

平成29年２月　１日、８日、１５日、２２日　��

平成29年３月　１日、８日、１５日、２１日、２９日

町内各施設の年末年始の休業について
　町内各施設における年末年始の休業・休館期間は、次のとおりとなります。

施設名
平成２８年１２月 平成２９年１月

28日 29日 30日 31日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

役 場 〇 〇 〇 × × × × × × 〇

中 央 公 民 館 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇

総 合 体 育 館 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇

本別中央会館 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇

い こ い の 湯 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇

ゴ ミ 収 集 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇

〇＝通常業務日　×＝休業休館日　ゴミ収集についてはごみ収集カレンダーをご確認ください。

※お問い合わせ先　役場庁舎について　役場総務・防災課（℡：７－２１１１）
中央公民館、総合体育館について　教育委員会（℡：７－３１２４）
本別中央会館、いこいの湯、ゴミ収集について　役場民生課（℡：７－５２９０）

【本別・宮浜方面】

本　別

鹿部ロイヤルホテル前 午後１時45分

や す ら ぎ 地 区

（テニスコート国道側）
午後１時47分

出 来 澗 会 館 前 午後１時50分

小笠原和夫さん宅前 午後１時54分

旧 蓬 菜 谷 商 店 前 午後１時55分

米 本 泰 弘 さ ん 宅 前 午後１時57分

中 央 本 別 バ ス 停 前 午後１時58分

中 村 和 久 さ ん 宅 前 午後２時00分

宮　浜

旧 松 本 商 店 前 午後２時02分

宮 浜 バ ス 停 前 午後２時04分

役 場 前 午後２時06分

※お問い合わせ先
役場保健福祉課福祉係

（℡：７－５２９１）
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鹿部町長選挙及び鹿部町議会議員選挙について
　鹿部町選挙管理委員会では、平成２９年２月１９日任期満了に伴う鹿部町長選挙及び鹿部町議会議員選挙

を次のとおり行います。

　１　立候補予定者に対する事前説明会　

　　　平成２９年１月１１日（水）午後２時から　役場大会議室を予定

　２　告　　示

　　　平成２９年１月３１日（火）

　３　投開票日

　　　平成２９年２月５日（日）

　４　定　　数

　　　町　長：１　町議会議員：１０

　５　投開票所

　　　投票所：町内５投票所を予定　開票所：役場を予定

「特設人権困りごと相談所」の開設について
　毎日の生活の中で、人間関係や近所付き合い、いじめ、家庭内のいざこざなどで困ったことがありました

ら、人権擁護委員にご相談ください。相談は無料で、内容についての秘密は厳守されます。

　１　日　　時　　平成２８年１２月５日（月）午前９時から正午まで

　２　場　　所　　中央公民館

　３　相談内容　　離婚・扶養・相続などの家庭内のいざこざ、虐待、近所付き合い、いじめなど

※お問い合わせ先　役場総務・防災課総務係（℡：７－２１１１）

「北方領土返還要求運動」への署名にご協力を！
　我が国固有の領土である北方四島（歯舞諸島、色丹島、国後島及び択捉島）の早期返還の実現については、

道民はもとより国民の長年にわたる悲願です。日露両国間では精力的な外交交渉が続けられていますが、領

土返還への具体的な道筋は今もなお見えないまま現在に至っています。

　こうした国の外交交渉を積極的に後押しし、更なる道民世論の結集を図るため、「北方領土返還要求運動

強調月間」において、道・市町村及び関係団体などが相互に連携して、北方領土問題に係る啓発活動などを

展開することとなりました。地域住民の方々が北方領土問題についての理解を深め、返還要求運動への積極

的な参加をお願いします。

　なお、当町の取組みとして、役場に署名窓口を設置しますので、署名にご協力をお願いします。

　〇実施期間　　平成２８年１２月１日（木）から平成２８年１２月１５日（木）まで

※お問い合わせ先　役場総務・防災課総務係（℡：７－２１１１）

防衛省・自衛隊からのお知らせ
　防衛省及び自衛隊では、次のとおり自衛官採用試験を実施します。

　１　募集種目　　陸・海・空　自衛官

　２　応募資格　　１８歳以上２７歳未満の男子

　３　試 験 日　　平成２８年１２月１０日（土）、１１日（日）、１２日（月）

　４　申込期限　　平成２８年１２月　９日（金）まで

※お問い合わせ先　自衛隊函館地方協力本部（℡：０１３８－５３－６２４１）
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「鹿部町空き家バンク」とは、所有者から売買又は賃貸の希望があった空き家情報を、空き家の利
用を希望する方に、町が紹介する制度です。

■登録申請から利用までの流れ
　１　物件内容や物件情報の公開、個人情報の取扱いなどについて、「同意」していただける場合は、

登録申請書に登録票を添えて提出してください。
　２　町が内容を確認し、所有者立会いのもと現地確認を行い、申請内容に不整合がある場合は修

正します。
　　３　町が申請内容などと現地に不整合がなく、支障がないと認めたときは、町公式ホームページ

に公開し、登録します。
　　４　利用者は、登録されている物件から希望する物件を探し、希望する物件がある場合は、役場

建設水道課に氏名や連絡先などの必要事項を直接連絡してください。
　　５　契約が成立した場合、登録抹消申請書により、仲介事業者又は登録申請者、購入者などが成

約済みとして申請し、成約済物件として空き家バンクから抹消します。
　■必要なもの
　　１　登記簿謄本（登記事項証明書）の写し（紙面又は電子データ）
　　２　物件写真（紙面又は電子データにより 10 点まで）
　　３　周辺地図（紙面又は電子データ）
　　４　媒介契約書写し（紙面又は電子データ）
　　　　※仲介事業者がいる場合に必要となります。

　※お問い合わせ先　役場建設水道課（℡：７－5294）

 税務署からのお知らせ 
■確定申告の受付期間のお知らせ
　　税務署申告書会場での平成２８年分所得税及び復興特別所得税・消費税及び地方消費税・贈与税

の確定申告の受付期間は、平成２９年２月１６日（木）から３月１５日（水）までとなっています。
期間前に来署された場合、お待ちいただくことになりますのでご注意ください。
■国税庁ホームページを利用した申告書などの作成
　　所得税及び復興特別所得税・消費税及び地方消費税・贈与税の申告書は、国税庁ホームページの
「確定申告書等作成コーナー」を利用して作成できますので、ぜひご利用ください。
■公的年金などを受給している方へ
　　公的年金などの収入金額の合計額が４００万円以下であり、かつ、その公的年金などの全てが源

泉徴収の対象となる場合において、公的年金などに係る雑所得以外の所得金額が２０万円以下であ
るときは、所得税及び復興特別所得税の確定申告は必要ありません。
■参加してみませんか？国税庁の公売
　　公売とは、国税局又は税務署が差し押さえた財産を滞納国税に充てるため、広く不特定多数の買

受希望者を募り売却するもので、原則としてどなたでも参加可能です。
　　不動産のみならず、宝飾品・美術品・家電製品・自動車など、様々な種類の財産を公売していま

すので、公売会場まで足を運んでいただくか、インターネット公売により参加することができます。
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平成28年10月の水揚
魚　　種 数　　量 水  揚  高 魚　　種 数　　量 水  揚  高

すけとうだら 847.2 81,830.8 さんま 0.1 0.1

たこ 26.4 17,839.5 はたはた 0.1 14.7

さけ 38.2 12,826.9 さば 105.1 4,193.2

いか 62.3 35,413.8 福来 148.5 22,465.0

かれい 0.8 480.9 北寄貝 0.9 491.5

なまこ 4.5 11,962.6 まぐろ 0.2 283.9

油子 7.2 4,497.2 たら 19.3 1,996.1

黒そい 1.1 290.0 松皮かれい 0.1 25.8

ほっけ 4.2 3,400.1 つぶ 13.2 3,255.6

がや 0.7 429.8 いわし 0.4 8.2

かじか 0.2 12.4 その他魚類 21.3 5,785.3

平目 0.5 803.5 合計 1,302.5 208,306.9

単位：数量（トン）／水揚高（千円）

全刑法犯
認知件数

窃盗犯認知件数 その他刑法
認知件数侵入盗 車上狙い その他窃盗

町　内 10件 5件 2件 2件 1件

人身事故 死者数 傷者数 物損事故

町　内 3件 0人 3人 46件

犯罪発生状況（平成28年1月1日～10月31日） 交通事故発生状況（平成28年1月1日～10月31日）

　平成２８年１０月に観測された駒ケ岳の状況についてお知らせします。

【全　　般】火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。

　　　　　　（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）

【噴煙活動】遠望カメラによる観測では、昭和４年火口の噴気は観測されませんでした。

【地震活動】火山性地震は少なく、火山性微動は観測されませんでした。

【地殻変動】ＧＮＳＳ連続観測では、火山活動によると考えられる地殻変動は認められませんでした。

　　　　　　（ＧＮＳＳ観測：ＧＰＳ含む衛星測位システムの総称）

※　詳細は札幌管区気象台ホームページでも閲覧することができます。http://www.jma-net.go.jp/sapporo/

※お問い合わせ先　函館方面森警察署（℡：01374−2−0110）

北朝鮮人権侵害問題啓発週間について
～拉致容疑事案を始めとする北朝鮮当局による人権侵害問題への関心を高めましょう～
毎年１２月１０日から１２月１６日までは、「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です。
これは、北朝鮮当局による人権侵害問題に関する国民の認識を深めるとともに、国際社会と連携しつつ人

権侵害の実態を釈明し、その抑止を図ることを目的として、平成１８年６月に施行された「拉致問題その他
北朝鮮当局による人権侵害問題への対処に関する法律」によって制定された人権週間です。

拉致問題は、我が国の喫緊の国民的課題であり、この解決を始めとする北朝鮮当局による人権侵害問題へ
の対処が、国際社会を挙げて取り組むべき課題とされる中、この問題についての関心と認識を深めていくこ
とが大切です。
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12月～１月の行事予定カレンダー

※�行事日程等について、施設等の都合により変更となる場合がございますので、行事に参加される場合は、
　事前に担当課へ確認願います。

◆お問い合わせ先略称◆　○公�中央公民館（℡7-3124）　○保�役場保健福祉課（℡7-5291）
　　　　　　　　　　　　○税�役場税務課（℡7-5292）　○観�役場観光商工課（℡7-5293）

休日当番医については新聞等で確認するか、役場保健福祉課までお問い合わせください。

（
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載
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て
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せ
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す
。

世帯と人口

平成28年10月31日現在

（　　 ）は前月比です

世帯数 1,859世帯（＋６）

男 1,951 人 （＋４）

女 2,143 人 （＋４）

計 4,094 人 （＋８）

●65歳以上の人口  1,463人

　高齢化率  　35.7％
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12月16日㈮ ◯保
◯保
1.6歳児健診　総合体育館保健室　受付13：00～13：30
   3歳児健診　総合体育館保健室　受付14：00～14：30

17日㈯

18日㈰ ◯保 就労活動「カフェぽっぽ」　しかべ・ぽっぽ館　10：00～14：00

19日㈪ ◯保 あったかサロン　本別中央会館　13：30～15：30

20日㈫ ◯保 赤ちゃんなかよし広場　総合体育館保健室　受付10：00～

21日㈬

22日㈭ ◯保 地域活動支援センターぽっぽ活動日　本別中央会館　10：00～16：00

23日㈮

24日㈯

25日㈰ ◯観
◯保

しかべ間歇泉わくわくサンデー!!　道の駅しかべ間歇泉公園　11：00～14：00
就労活動「カフェぽっぽ」　しかべ・ぽっぽ館　10：00～14：00

26日㈪

27日㈫

28日㈬ ◯税
◯税
町道民税第４期納付期限日
国民健康保険税第７期納付期限日

29日㈭

30日㈮

31日㈯

１月１日㈰

２日㈪

３日㈫

４日㈬

５日㈭

６日㈮

７日㈯

８日㈰ ◯保 就労活動「カフェぽっぽ」　しかべ・ぽっぽ館　10：00～14：00

９日㈪

10日㈫ ◯保 すこやか赤ちゃん相談　総合体育館保健室　受付10：00～11：00

11日㈬

12日㈭ ◯保 創作活動「ぽっぽワークの日」　しかべ・ぽっぽ館　10：00～16：00

13日㈮ ◯保 あったかサロン　本別中央会館　13：30～15：30

14日㈯

15日㈰ ◯保 就労活動「カフェぽっぽ」　しかべ・ぽっぽ館　10：00～14：00

■発行／鹿部町
■編集／総務・防災課広報統計係
〒041-1498
北海道茅部郡鹿部町字宮浜299番地
TEL：01372-7-2111
FAX：01372-7-3086
Eメール：info@town.shikabe.lg.jp
ホームページ
http://www.town.shikabe.lg.jp
■印刷／㈱長門出版社
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話
題
で
し
た
。
笑
）
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ス
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き
れ
い
な
イ
ル
ミ
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ョ
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を

見
に
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く
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つ
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楽
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な
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る
方
も
い
る
の
で
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な
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で
し
ょ
う
か
？

　
札
幌
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う
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所
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街
を
彩
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ル
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シ
ョ

ン
が
広
が
り
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テ
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画
面
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も
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そ
の
幻
想
さ
が
伝
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ほ
ど
で
す
。

　
鹿
部
に
も
、
一
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て
み
た

い
と
多
く
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人
が
集
ま
る
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ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
ポ
ッ
ト
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あ
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も
良
い
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も
し
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ま
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ね
。

（
い
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▼
今
年
も
残
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ヶ
月
と
な
り
ま

し
た
。
な
ん
だ
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１
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あ
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い
う
間
だ
っ
た
気
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し
ま
す
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１２
月
と
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え
ば
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冬
休
み
、
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リ
ス
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ス
、
大
掃
除
な
ど
様
々
あ

り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
年
越
し
に

向
け
て
の
準
備
は
万
端
で
し
ょ
う

か
？
そ
の
準
備
の
中
で
大
変
な
の

が
、
そ
う
、
年
賀
状
で
す
。
私
は
、

自
分
が
書
く
枚
数
は
少
な
い
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が
、
家
族
の
分
も
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か
な
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れ

ば
な
ら
ず
、
毎
年
ギ
リ
ギ
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っ
て
し
ま
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て
い
る
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で
、
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年

こ
そ
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早
く
仕
上
げ
た
い
と
思
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ま
す
。
来
年
の
干
支
は
酉
年
。
酉

年
の
に
わ
と
り
は
、
明
け
方
に
鳴

く
鳥
で
、
新
年
も
一
番
に
鳴
く
鳥

の
た
め
、
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
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